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巻 頭 言
液 体 ヘ リ ウ ム、との 出 会 い
ム 翰 朝 蕗
筆老の研究室で、液体 ヘ リウムとの係 わ りが始まったのは昭和50年頃ではなかったかと思 う。とい う
のは、丁度その頃か ら吉永弘先生の後任 と して低温セ ソター運営委員 をさせていただいた記憶があるか
らである。 当時、イオ ン結晶の塑性変形 をテーマと して取 り上げてお り、塑性変形 の担い手である転位
の熱活性化運動 を調べ るために温度 を変 えて実験 をする必要があった。最初の機械的試験のための クラ
イオスタッ トの設計には、低温セ ンターの山本純也 さん(現 在、核融合科学研究所教授)を 始 めとして
多 くの方々から助言を受け、恐る恐 る熱設計を行 ったものである。設計 した クライオスタ ットは、最初
のうちは研究室の試験機に取 りつけて使用 していたのであるが、その内に低温セ ソター吹田分室にその
ような低温での機械試験のための装置が設置 され ることにな ったのである。犬石嘉雄、三石 明善および
稔野宗次の先生方(現 在、大阪大学名誉教授)が 中心 となって、低温における材料の機械的性質に関す
るデー ター収集と低温用材料の開発 を目的 として材料試験機 を設置 しようとい うことになり、概算要求
をした結果、昭和53年度予算でイソス トロン万能試験機 およびクライオスタットの設置 が認 められたの
である。そのための建物 も新規に建て ることが許可 され、翌年か ら低温脆性試験機室 がスター トした。
運営には、稔野教授 を主査とす るワーキソググループが当準 り、装置の性能維持を第一 とした運営方法
によって、10年以上たった今 日でもその真緬を発揮 し続けている。稔野教授 が退官された後は、筆者が
その主査 を引き継 いだのであるが、月1回 開かれ る会合での若 い人達の雰囲気は実 にざっくば らんで、
試験機室に関するあら喚 る問題点が細かな点 まで含 めて討議 されているのに驚いたものであ る。
とにか く低温 セソターで機械的試験ので きる装置が設置 されたおかげで、実験のほうは大いに楽 になっ
た。1回 の実験の度に工学部の機械系の建物から大きなバルーソ2個 を低温 セソター まで運 ぶとい う苦
労がな くな った し、何 といっても低温 セソターに近 いため、実験上 の問題点 を気軽 にセ ソターの方 々に
相談で きるとい うメリットがあった。イオソ結晶の低温塑性からスター トした実験は、固体窒素、固体
アルゴン、固体水素といった変わ ったものの塑性変形実験へと発展 した。
若い頃、工学部は東野田で、伊藤順吉先生の低温に関する講演を拝聴 した記億がある。 当時興味を持っ
た ものの私 自身には縁遠い話だと思っていたが、工学部 に低温セ ソターが設置 されたおかげで低温実験
ができるようになった。また、実際 に自分の研究室で実験をはじめてみて、周辺の整備がたいへんであ
ることがよく分かった。特 に、周 りに液体ヘ リウムのユーザーが多 くない環境では多 くの困難を伴 う。
その意味で、低温 セソターに実験の場を提供 して もらえるというのは願 ってもないことで、今後、 ます
ます、素人ユーザーのために低温セ ソターがその ような場所 と機会を与 えていただけるなら、あ りがた
いことだと思 っている。
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